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機械器具 12 理学診療用器具 

一般医療機器 温熱用パック 37240010 

CALDERA ホット＆コールド コンフォートジェルパック 

 

 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

1. 形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用方法 条件 保冷・保温機能

冷湿布 冷凍庫で最低 1時間 

約 30 分間持続 
温湿布 

電子レンジ 

・500W：約 60 秒 

・1000W：約 30 秒 

（ただし、環境条件等により変化する。） 

 

2. 原材料 

コンフォートラップ：ポリウレタン／ポリエステル 

 

3. 原理 

ジェルパックを加温又は冷却し、患部に温熱又は冷熱を供

給する。 

 

【使用目的又は効果】 

加熱媒体の入ったパックを加熱装置で加熱したものを患部に

当て、消炎鎮痛処置（温熱治療）を行う。冷却装置で冷却す

ることにより、冷熱を供給する冷却パックを兼ねる。本品は

再使用可能である。 

 

【使用方法等】 

1. 使用方法 

1） 使用前に破損、内容物の漏れ等がないかを確認し、破

損等があれば廃棄すること。 

2） 冷湿布として使用する場合 

① 冷凍庫で最低 1時間冷やす。 

② ジェルパックをコンフォートラップ又はタオル等

で包み、患部に当てる。 

3） 温湿布として使用する場合 

① ジェルパックが冷蔵庫又は冷凍庫で保存されている

場合は、取り出し室温に戻す。 

② ジェルパックを電子レンジ内に平らになるよう置く。 

③ 500W で約 60 秒又は 1000W で約 30 秒温める。 

④ 温度がじゅうぶんでない場合は、10～20 秒ずつ再度

温める。 

⑤ ジェルパックをコンフォートラップ又はタオル等で

包み、患部に当てる。 

 

2. 使用方法に関連する使用上の注意 

1) 加熱時、ジェルパックに異常がないかを適宜確認する

こと。 

2) 本品を直接火にかけないこと。  

3) 加熱が不均等な場合、ジェルパックを揉んで均等にす

ること。 

4) 電子レンジから取り出す際は、やけどに注意すること。 

5) 必ずジェルパックをコンフォートラップ又はタオル等

で包み、患部に直接触れないようにすること。 

 

【使用上の注意】 

1. 使用注意（次の患者には慎重に適用すること） 

・循環器系疾患を有する又は疑いのある患者 

・知覚障害、皮膚疾患がある患者 

 

2. 重要な基本的注意 

1） 皮膚の敏感な部分又は傷がある部分には使用しないこ

と。 

2） けが直後の腫れや赤みがある部分には、温湿布として

使用しないこと。 

3） 温湿布の場合、30 分以上連続で使用しないこと。 

4） 冷湿布の場合、20 分使用した後 20 分休憩すること。

必要に応じ、これを繰り返す。 

5） 治療に必要な温度及び時間を超えないよう注意し、同

一部位に当て続けないこと。 

6） 使用時は、患者の状態に合わせて患部をよく観察し、

不快感があった場合、皮膚に異常が生じた場合は直ち

に使用を中止すること。 

7） 就寝中に使用しないこと。 

8） ジェルパックが破損し、内容物が目や皮膚に触れた場

合は、直ちに清潔な水で洗浄すること。 

9） 頻回に加温と冷却を繰り返すと、内容物が変性し、性

能低下を招くおそれがある。 

10） 小児の手の届かないところに保管すること。 

11） 鋭利なものを接触させないこと。  

12） 本品を食べないこと。 

 

3. 相互作用（併用禁忌） 

鎮静剤や塗布剤等と併用しないこと。 

 

【保守・点検に係る事項】 

洗浄・消毒 

使用中に付着した血液・体液・組織・薬品等は中性洗剤、水

又はアルコールを湿らせた柔らかい布等で拭きとる。  

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：村中医療器株式会社 

TEL 0725-53-5546 

http://www.muranaka.co.jp/ 

 

製造業者：カルデラインターナショナル社 アメリカ 

Caldera International, Inc. 

【禁忌・禁止】 

鎮静剤や塗布剤等と併用しないこと［相互作用の項参照］。

（装着例） 

代表的写真（仮） 

ジェルパック 

コンフォートラップ 

固定ベルト 


